
政策の内容

生活満足度に関する指標（個別指標）

現状・課題

政策コストの状況（千円）

※「①事業活動（アクティビティ）」の予算・決算の合計

人工

※中央・浜名・天竜福祉事業所の人工を含む

政策シート

※総合計画基本計画に係る市民意識調査（アンケート）の結果

2027
年度

2028
年度

2029
年度

教育環境の充
実

あなたの暮らしている地域では、教育
環境が整っていると感じますか。

3.15 3.17

（管理番号）

02 01 05 01

基本政策 政策

担当課名

教育総務課

指標名 質問文
基準値

2024年度
2025
年度

2026
年度

・「描く夢や未来の実現」を教育理念に掲げる第４次浜松市教育総合計画に基づき、目指すこどもの姿の具現に向け、学校・家
　庭、地域、行政が一体となり取組を進めている。
・地域とともにある学校づくりを推進するため、コミュニティ・スクールや地域学校協働活動の一体的な推進を図る必要がある。
・地域の多様な経験や技能を持つ人材や団体等と連携した学習や活動を提供し、教育活動の充実を図るため、「はままつ人づ
　くりネットワークセンター」の充実を図る必要がある。
・保護者の学びの機会や家庭への支援体制を整備することにより、家庭教育力を一層向上する必要がある。
・児童が放課後を安全・安心に過ごせるよう、こどもの居場所づくりに向けた体制整備や運営支援等により、待機児童の解消を
　図る必要がある。

予算

2025年度 2026年度 2027年度

分野

02

学校・家庭・地域などが連携・協働することにより、地域全体でこどもたちを育む学校づくりや、放課後に安心して活
動できる居場所づくりを推進します。

決算

2028年度 2029年度

政策

2026年度

多様な人材・主体との連携・協働

1,282 1,282

2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度

正規職員（再任用フルタイム含む。） 0.0 0.0

再任用職員（26時間勤務） 0.0 0.0

会計年度任用職員（月額報酬の定めのある者） 0.2 0.2

再任用職員（31時間勤務） 0.0 0.0
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①事業活動（アクティビティ）

※予算・決算は各事業に係る経費を計上

PTA連絡協議会
活動助成事業
（補助金）

事業名 事業内容
2026年度

決算
（千円）

１　PTA活動の支援
　児童生徒の健全育成において指導的役割を果たすPTAづくりのための、研修や地域実践活動
　に対する補助を実施する。

2026年度
予算

（千円）

1,282
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②活動（アウトプット）指標

※達成率は該当年度の目標値に対する実績値から算出する。

③短期成果（アウトカム）指標

※達成率は該当年度の目標値に対する実績値から算出する。

2024
年度

実施

実施

-

-

達成率 -

達成率 - -

目標値 -

実績値

2026年
8月確
定

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2027
年度

2028
年度

2029
年度

目標値

達成率 -

指標名 指標の定義 設定理由

学校や地域でこ
どもを育むボラン
ティア活動に参
加してみたいと思
うと答えた保護者
の割合(％)

教育委員会調査におい
て、肯定的な回答をした
保護者の割合
※2025年度から調査開
始
※目標値の設定は2025
年度の調査結果を踏ま
えて設定

ボランティア活動への参加意欲
は、PTA活動の充実にもつなが
るものと見込んでいる。

2029
年度

浜松市PTA連絡
協議に対する補
助の実施

浜松市PTA連絡協議会
の活動に対する補助金
の交付

PTA連絡協議会の活動は、児
童生徒の健全育成にに寄与す
るものと見込んでいる。

目標値 実施 実施

達成率 100% 100%

-

-

実施

実績値 実施

実施 実施

実績値

達成率

目標値

実績値

実績値

指標名 指標の定義 設定理由

目標値 -

2028
年度

2027
年度

2026
年度

2025
年度
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④長期成果（アウトカム）指標

※達成率は2034年度の目標値に対する実績値から算出する。

⑤目的：10年後(2034年)の理想の姿

実績値

達成率

実績値

達成率

2024
年度

2025
年度

71.8

○

○

○

今住んでいる地域(市町村)
が好きな子供の割合（小学
校6年生・中学校3年生・高
校2年生）（％）

93.8
2026年
8月確
定

将来の夢や目標をもってい
る子供の割合（小学校6年
生）（％）

将来の夢や目標をもってい
る子供の割合（中学校3年
生）（％）

全国学力・学習状況調査に
おいて肯定的な回答をした
児童の割合

全国学力・学習状況調査に
おいて肯定的な回答をした
生徒の割合

教育委員会調査において肯
定的な回答をした児童生徒
の割合

実績値

達成率

維持

100% -

74

93.4% 97.0%

69.1

93.7%93.9%

90

2026
年度

指標の定義
2027
年度

2028
年度

2029
年度

目標値
2034
年度

指標名
基本計画

指標

84.5 84.3

・こどもたちは、自分らしさを大切にし、描く夢や未来の実現に向けて、互いを尊重し合い、他者と協働したり、自己調
整したりしながら粘り強く取り組んでいる。
・学校、家庭、地域、企業など社会全体が連携して一人ひとりのこどもを育み、こどもたちは地域への愛着や誇りを
持っている。
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「①事業活動（アクティビティ）」の実施内容と事業改善（2027年度記載）

「②活動（アウトプット）指標」の分析・評価と指標見直しの要否（2027年度記載）

実施内容

指標見直しの要否

事業改善の内容や今後の方向性事業名

【2026年度の評価】

5/6



「③短期成果（アウトカム）指標」の分析・評価と指標見直しの要否（2027年度記載）

2026年度の政策の評価と2027年度以降の取組の方向性（2027年度記載）

指標見直しの要否
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政策の内容

生活満足度に関する指標（個別指標）

現状・課題

政策コストの状況（千円）

※「①事業活動（アクティビティ）」の予算・決算の合計

人工

※中央・浜名・天竜福祉事業所の人工を含む

再任用職員（26時間勤務） - 0.0

会計年度任用職員（月額報酬の定めのある者） - 6.7

再任用職員（31時間勤務） - 2.0

2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度

正規職員（再任用フルタイム含む。） - 21.8

2028年度 2029年度

政策

2026年度

多様な人材・主体との連携・協働

- 2,427,076

分野

02

学校・家庭・地域などが連携・協働することにより、地域全体でこどもたちを育む学校づくりや、放課後に安心して活
動できる居場所づくりを推進します。

決算 -

指標名 質問文
基準値

2024年度
2025
年度

2026
年度

・「描く夢や未来の実現」を教育理念に掲げる第４次浜松市教育総合計画に基づき、目指すこどもの姿の具現に向け、学校・家
　庭、地域、行政が一体となり取組を進めている。
・地域とともにある学校づくりを推進するため、コミュニティ・スクールや地域学校協働活動の一体的な推進を図る必要がある。
・地域の多様な経験や技能を持つ人材や団体等と連携した学習や活動を提供し、教育活動の充実を図るため、「はままつ人づ
　くりネットワークセンター」の充実を図る必要がある。
・保護者の学びの機会や家庭への支援体制を整備することにより、家庭教育力を一層向上する必要がある。
・児童が放課後を安全・安心に過ごせるよう、こどもの居場所づくりに向けた体制整備や運営支援等により、待機児童の解消を
　図る必要がある。
・急速な少子化が進む中、持続可能なスポーツ・文化芸術活動の環境を整備するため、令和８年９月からの休日の部活動の
　地域展開に関するサポート体制や補助制度を構築し、休日の生徒の活動の場を充実させる必要がある。

予算

2025年度 2026年度 2027年度

政策シート

※総合計画基本計画に係る市民意識調査（アンケート）の結果

2027
年度

2028
年度

2029
年度

教育環境の充
実

あなたの暮らしている地域では、教育
環境が整っていると感じますか。

3.15 3.17

（管理番号）

02 01 05 02

基本政策 政策

担当課名

学校・地域連携課
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①事業活動（アクティビティ）

※予算・決算は各事業に係る経費を計上

2026年度
予算

（千円）

2,282,268

125,484
　１　休日の部活動の地域展開
　・９月からの部活動の地域展開が円滑に進むよう、情報を一元管理できるポータルサイトの開
　設や、コールセンターの設置による地域クラブの創設・運営支援を行う。
　・低廉な参加費による安定的な団体運営ができるよう、認定地域クラブに対し運営補助を行う。
　・生徒の参加機会を確保するため、経済的に困窮する世帯の生徒に対し参加費等を補助する。

はままつ人づくり
ネットワーク推進
事業

家庭地域力向上
事業

部活動地域展開
推進事業

放課後児童会健
全育成事業

17,221

1,732

2026年度
決算

（千円）

１　地域とともにある学校の推進
　学校運営協議会の運営についての指導・助言を行い、制度の本旨に基づいた運用を支援すると
　ともに、CS担当教師及びCSディレクター・学校支援コーディネーターを設置・配置し、組織的取組
　の推進につなげる。また、学校運営協議会による学校関係者評価を実施することで、学校評価に
　よる学校運営の改善を促進する。

１　はままつ人づくりネットワークセンターの充実
　はままつ人づくりネットワークセンターを各学校が利用することで、外部人材により児童生徒が
　多様な知識や生き方に触れる機会を提供する。

371

１　家庭教育力の向上
　家庭教育講座を実施することで、生活習慣や学習習慣に関わる情報を保護者に提供し、家庭
　教育力の向上につなげる。

１　放課後の居場所づくり
　・放課後児童会の待機児童の解消に向けて、学校施設等の活用検討や民間事業者の参入の
　 促進を実施。
　・安全安心な放課後児童会の運営に向けた支援として、支援員等の質的向上に向けた支援や
　運営事業者への指導・助言の実施。
　・多様なニーズがあるこどもの居場所づくりに向けた支援として、「放課後子供たちの居場所づ
　くり事業」への補助や「放課後子供教室の実施」を行う。

コミュニティ・ス
クール推進事業

事業名 事業内容
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②活動（アウトプット）指標

※達成率は該当年度の目標値に対する実績値から算出する。

③短期成果（アウトカム）指標

※達成率は該当年度の目標値に対する実績値から算出する。

2028
年度

2027
年度

2026
年度

2025
年度

100 100 100 100 100

100

100%

- 100 100 100 100

-

各年度における、対象児
童会へのモニタリング実
施

モニタリング実施により、運営の
課題等を把握・指摘・改善する
ことにより、安全で安心な放課
後児童会の運営に寄与するも
のと見込んでいる。

実績値

達成率

目標値

実績値

実績値

放課後児童会の
計画定員に対す
る達成率（％）

指標名 指標の定義 設定理由

地域展開の評
価・検証実施率
（％）

各年度における部活動
地域展開の評価・検証
の実施

部活動地域展開の評価検証を
確実に行うことで、質の高い生
徒の活動の場の提供に寄与す
ると見込んでいる。

目標値 -

100

-

実績値 100

100 100目標値 100 100

達成率 - 100%

-

-

100

指標名 指標の定義 設定理由

コミュニティ・ス
クールなどの仕
組みを生かし、保
護者や地域と連
携・協働して組織
的に活動が行え
るようになったと
答えた学校の割
合（％）

教育委員会調査におい
て、肯定的な回答をした
学校の割合

コミュニティ・スクールの活動状
況を把握するものとして設定。
結果をもとに指導・助言を行い、
活動の充実につながるものと見
込んでいる。

2029
年度

学校運営協議会
の運営に関する
指導・助言の実
施率（％）

指導主事による学校運
営協議会の運営に関す
る指導・助言の実施

指導主事による指導・助言によ
り、正しく制度が運用され、連
携・協働による活動に寄与する
ものと見込んでいる。

2029
年度

目標値 76 80 84 88 90

達成率 -

-

90

2024
年度

2025
年度

2026
年度

2027
年度

2028
年度

100

実績値 98.1 100.3

達成率 - 100%

達成率 - 118%

100

こども計画に記載する放
課後児童会の定員確保
目標の達成割合

放課後の定員に対する達成率
を把握するものとして設定。定
員拡充により、こどもの健全育
成の機会の向上につながるも
のと見込んでいる。

目標値 - 100 100 100

-

100

-

73

2024
年度

放課後児童会へ
のモニタリング実
施率（％）

休日の地域クラ
ブ活動参加者の
満足度（点）

教育委員会調査におい
て、肯定的な回答をした
地域クラブに参加する市
立中学生の割合
※2026年度から調査開
始
※満足度の割合（５段階
評価）

活動参加者の満足度を計測す
ることで、本事業に対する質的
評価を測定することができるた
め。

目標値 - - 3.0 3.5 3.8 4.0

実績値 - -

達成率 - -

3/6



④長期成果（アウトカム）指標

※達成率は2034年度の目標値に対する実績値から算出する。

⑤目的：10年後(2034年)の理想の姿

2027
年度

2028
年度

2029
年度

目標値
2034
年度

指標名
基本計画

指標

84.5 84.3

・こどもたちは、自分らしさを大切にし、描く夢や未来の実現に向けて、互いを尊重し合い、他者と協働したり、自己調
整したりしながら粘り強く取り組んでいる。
・学校、家庭、地域、企業など社会全体が連携して一人ひとりのこどもを育み、こどもたちは地域への愛着や誇りを
持っている。

2026
年度

指標の定義

93.7%93.9%

90

74

93.4% 97.0%

69.1

○

○

○

今住んでいる地域(市町村)
が好きな子供の割合（小学
校6年生・中学校3年生・高
校2年生）（％）

93.8
2026年
8月確
定

将来の夢や目標をもってい
る子供の割合（小学校6年
生）（％）

将来の夢や目標をもってい
る子供の割合（中学校3年
生）（％）

全国学力・学習状況調査に
おいて肯定的な回答をした
児童の割合

全国学力・学習状況調査に
おいて肯定的な回答をした
生徒の割合

教育委員会調査において肯
定的な回答をした児童生徒
の割合

実績値

達成率

維持

100% -

実績値

達成率

実績値

達成率

2024
年度

2025
年度

71.8
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「①事業活動（アクティビティ）」の実施内容と事業改善（2027年度記載）

「②活動（アウトプット）指標」の分析・評価と指標見直しの要否（2027年度記載）

事業名

指標見直しの要否

事業改善の内容や今後の方向性実施内容

【2026年度の評価】
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「③短期成果（アウトカム）指標」の分析・評価と指標見直しの要否（2027年度記載）

2026年度の政策の評価と2027年度以降の取組の方向性（2027年度記載）

指標見直しの要否
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